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「アスファルト再⽣⾻材Ⅰ型」を⽀給品として計上する積算について 

 
 令和５年１⽉以降に告⽰する⼯事の⼀部において、⽣活道路の凍上抑制層等
に使⽤する「アスファルト再⽣⾻材Ⅰ型」を⽀給品として積算しています。（⼭
本資材置き場から提供） 

当該⼯事の⽀給品に係る積算は、以下のとおり⾏っています。 
 
※「アスファルト再⽣⾻材Ⅰ型」を⽀給品としない⼯事の積算は従来通りとなり

ます。 
 
 
① 直接⼯事費に⽀給品費は含めないが、共通仮設費及び現場管理費の率計算

の対象額には、⽀給品費に相当する材料費（対象⽀給品費）を含める。（⾚本
Ⅰ-2-②-2） 
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② ⽀給品費（単価）は、下層路盤（⾞道・路肩部）［施⼯パッケージ型積算］
において、「再⽣⾻材（アスファルト再⽣⾻材Ⅰ型（40〜0）、⼟場渡し）」を路
盤材として選択し、路盤材のみを⽀給品として算出している。 

  ⽀給品費（単価）の端数処理は以下のとおり。 
・1000 円以上の場合、円未満切り捨て 
・1000 円未満の場合は、少数位含め有効数字 4 桁とし、以降切り捨て。ただ

し、⼩数第２位までとし、３位以下は切り捨てる。 
 
 

③ ⽀給品費が控除された積算単価は以下のとおり算出する。 
・⽀給品費が控除された積算単価 

＝（端数調整なしの積算単価）―（端数調整なしの⽀給品費） 
⽀給品費が控除された積算単価の端数調整は、［施⼯パッケージ型積算］を端
数処理した場合の積算単価と同じ単位⽌め（以降切り上げ）とする。 

 
※［施⼯パッケージ型積算］における、⽀給品費②及び⽀給品費が控除された積

算単価③の算出⽅法については、国総研の HP「施⼯パッケージ型積算⽅式標
準単価表（PDF 版）（解説付き）」Ⅱ-7 をご覧ください。 

（http://www.nilim.go.jp/lab/pbg/theme/theme2/theme_sekop.htm）  
 
 
④ 共通仮設費及び現場管理費の対象となる⽀給品費（対象⽀給品費）は、［⽀

給品費（単価）×数量］とする。 
 
 
⑤ ⽀給品（アスファルト再⽣⾻材Ⅰ型）の運搬費は、下層路盤（⾞道・路肩部）

［施⼯パッケージ型積算］とは別に計上する。 
 
 
⑥ ⽀給品（アスファルト再⽣⾻材Ⅰ型）の積込みは⼭本資材置き場の重機で⾏

うため、⼯事費には積込費を計上しない。 
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【参考】 
１つの 1 次単価表内に複数の⽀給品が存在する場合の端数処理は以下の通り。
（「アスファルト再⽣⾻材Ⅰ型」を⽀給品として計上する積算では、1 次単価表
内に複数の⽀給品を設定することは想定していません。） 
 
 
［１つの 1 次単価表内に⽀給品が複数存在する場合の計算例］ 

 ⽀給品費 
（単価表内） 

数量 
（単価表内） 計 

⽀給品 A 1,881  円 200 376,200  円 
⽀給品 B 457.5 円 165 75,487.5 円 
⽀給品 C 228.7 円 81 18,524.7 円 

計   470,212.2 円 
端数処理は有効数字 4 桁とし、以降切り上げとする。 
各⽀給品を合計した 470,212.2 円を端数処理して 470,300 円 

 
 
 

⾚⽂字：追記 


